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It is known that there is a 名roup of bilingualtexts written either in sanskrit and

Tocharian A or in sanshit and Tocharian B.1n the light ofthem, thete should be monks

Who were competent to analyze sanskrit texts and translate them into Tocharian

Iangua名es.' Then a question arises as to how the sanshit lan名Ua名e w'as used in Tocharian
Buddhism.'

A few Tocharian manuscripts sti11Show's monks' immediate usage of sansbit texts in

Tocharian Buddhism. For instance, a sanshit-Tocharian B KarmaV巨Can巨 text pteviously

discussed by schmidt confirms that sansbit sentences w'ere used on the occasion of the

Upasatnpad五,' where the master's words were w'ritten both in sanskrit and Tocharian B,

and the candidate's only in Tocharian B.' Furthermore, some sanskrit KarmaV巨Can五 texts

Were found with commentsin either Tocharian A or Tocharian B. They may also indicate

.

(

Cerenlony

OGlf仏.RA Hirotoshi

(Renmin university ofchina)

in the Tocharian Buddhisttexts

・1

28

1. see B550, where one can see that the declension of sanskrit words is immediately f0110wed by that of
血e Tocharian B counterpart. To be noted,in the sanskrit fra号ments unearthed in the Northern rim of
the Taklamakan desert, SC110lars have even identi丘ed some fra3ments as the manual of sanskrit
8皿mmar, cf. wiⅡe (2005.13).
2. Here the term 'Tocharian Buddhism' is used to refer to the Buddhism that was practiced in t11e area
Where the Tocharian lan名Uages were current.
3. see schmidt (1986).

4. concerning the KarmaV五Can五 texts in the Tocharian Buddhistliterature, see 0目ihara (forthc.).
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研
究
ノ
ー
ト
ー

三
業
惑
乱
研
究
の
可
能
性 化
研
完
鵡

は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、
歴
史
学
の
立
場
よ
り
三
業

惑
乱
研
究
の
有
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と

で
あ
る
。
本
論
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
通
説
的
な

レ
ベ
ル
で
三
業
惑
乱
の
概
略
を
確
認
し
て
お
き

た
い
(
典
拠
は
後
述
)
。
そ
れ
は
西
本
願
寺
教
団

最
大
の
異
安
心
事
件
で
あ
り
、
教
団
の
内
外
に

大
き
な
波
紋
を
生
じ
た
。
思
想
面
で
は
、
蓮
如

の
『
御
文
章
』
等
の
解
釈
が
焦
点
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
、
極
楽
往
生
を
実
現
す
る
「
た
の
む
」

と
い
う
行
為
は
欲
生
(
往
生
を
欲
し
願
う
こ
と
)

な
の
か
、
信
楽
(
信
じ
て
疑
わ
な
い
こ
と
)
な

の
か
。
前
者
を
と
る
欲
生
正
因
説
は
、
阿
弥
陀

如
来
へ
の
祈
願
請
求
に
ょ
る
極
楽
往
生
を
提
示

し
た
。
そ
し
て
、
身
・
ロ
・
意
の
三
業
を
揃
え

を
行
っ
た
。
こ
の
教
戒
の
内
容
を
も
と
に
功
存

著
「
願
生
帰
命
弁
』
が
ま
と
め
ら
れ
、
同
一
四

年
正
月
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
に
説
か
れ
た
三

業
帰
命
が
、
後
の
惑
乱
の
要
因
を
な
す
。
明
和

六
年
二
七
六
九
)
四
月
、
功
績
を
認
め
ら
れ

た
功
存
は
西
本
願
寺
学
林
の
能
化
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
九
月
に
彼

が
死
去
す
る
と
、
翌
年
五
月
、
門
下
の
浄
教
寺

智
洞
が
能
化
と
な
り
、
三
業
帰
命
説
を
宣
伝
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
惑
乱
が
拡
大
す
る
こ
と
と

な
る
。
享
和
元
年
(
一
八
0
 
一
)
以
降
に
は
美

濃
大
垣
藩
領
で
騒
動
が
激
化
し
、
や
が
て
幕
府

の
介
入
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
文
化

三
年
(
一
八
0
六
)
七
月
、
幕
府
寺
社
奉
行
は

三
業
帰
命
を
不
正
義
と
す
る
立
場
よ
り
、
事
件

関
係
者
を
処
罰
す
る
と
共
に
、
西
本
願
寺
に
閉

門
を
命
じ
た
。
同
年
三
月
、
開
門
を
許
さ
れ

た
西
本
願
寺
で
は
門
主
本
如
の
「
御
裁
断
御
書
」

が
披
露
さ
れ
、
「
正
統
」
な
教
巽
が
示
さ
れ
た
。

以
上
が
三
業
惑
乱
の
概
略
で
あ
る
。
こ
の
事

件
に
つ
い
て
は
彪
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、

研
究
史
の
検
討
や
課
題
の
展
望
は
殆
ど
な
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
第
一
章
及
び

第
二
章
で
三
業
惑
乱
の
先
行
研
究
を
整
理
・
検

討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
第
三
章
に
お
い
て
今
後

の
研
究
課
題
を
展
望
し
、
以
て
三
業
惑
乱
研
究

が
可
能
性
に
満
ち
た
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
に
し
た
い
。

た
祈
願
請
求
、
す
な
わ
ち
身
で
は
礼
拝
し
、
ロ

で
は
助
け
給
え
と
称
え
、
、
心
で
は
願
う
こ
と
で
、

極
楽
往
生
が
定
ま
る
と
す
る
三
業
帰
命
説
が
登

場
し
、
信
仰
の
具
体
的
な
形
式
が
整
え
ら
れ
た
。

同
説
を
主
張
す
る
グ
ル
】
プ
は
「
新
義
派
」
と

称
さ
れ
る
。
一
方
、
後
者
の
信
楽
正
因
説
は
、

阿
弥
陀
如
来
を
疑
い
な
く
信
じ
る
こ
と
(
帰
依

信
順
)
で
、
極
楽
往
生
が
定
ま
る
と
す
る
。
伺

説
を
奉
じ
る
グ
ル
ー
プ
は
「
古
義
派
」
と
称
さ

れ
る
。
続
い
て
、
惑
乱
の
展
開
過
程
を
辿
っ
て

み
ょ
う
0

宝
暦
年
間
、
越
前
で
浄
願
寺
龍
養
が
無
帰
命

の
教
説
を
流
布
さ
せ
た
の
に
対
し
、
同
一
二
年

(
一
七
六
己
二
月
、
本
山
か
ら
派
遣
さ
れ
た
平

等
功
存
は
録
所
の
福
井
御
坊
で
龍
養
を
糾
明
、

改
心
さ
せ
、
二
月
晦
日
と
翌
日
に
僧
俗
へ
教
戒

上
野
大
輔

史
・
教
学
史
の
立
場
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
本

章
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
内
、
現
時
点

で
基
本
文
献
と
称
し
得
る
も
の
を
提
示
す
る
。

ま
ず
、
覚
成
寺
超
然
が
嘉
永
三
年
(
一
八
五

0
)
に
『
反
正
紀
略
』
全
一
三
巻
を
、
次
い
で

安
政
元
年
(
一
八
五
四
に
は
『
続
反
正
紀
堕

全
七
巻
を
ま
と
め
、
こ
れ
ら
の
大
著
に
ょ
り
三

業
惑
乱
の
主
な
経
緯
と
史
料
が
眼
下
に
示
さ
れ

時
代
は
下
り
、
明
治
期
に
も
幾
つ
か
の
文
献

が
刊
行
さ
れ
た
が
、
大
正
期
に
入
る
と
、
『
反
正

紀
略
』
及
ぴ
『
続
反
正
紀
略
』
が
そ
れ
ぞ
れ
妻

木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
一
0
 
(
蔵
経
書
院

一
九
一
三
年
)
、
同
一
六
(
同
、
一
九
一
四
年
)

に
収
録
さ
れ
、
ま
た
『
龍
谷
大
学
論
叢
』
二
六

三
(
一
九
二
五
年
)
で
当
時
第
一
線
の
研
究
者

ら
に
ょ
る
三
業
惑
乱
特
集
が
実
現
す
る
な
ど
、

今
日
的
に
み
て
有
益
な
成
果
が
上
が
っ
た
。
そ

の
後
、
『
顕
真
学
報
』
一
五
S
一
八
(
一
九
三
六

S
 
一
九
三
七
年
)
で
信
願
論
特
集
が
組
ま
れ
、

次
い
で
龍
谷
大
学
編
『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』

(
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
三
九
年
)
で
三
業
惑

乱
が
詳
述
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
昭
和
戦
前
期
を

代
表
す
る
成
果
で
あ
る
。

戦
後
に
入
る
と
、
ま
ず
大
原
性
実
が
『
真
宗

願
生
論
の
展
胆
(
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
二
年
)

及
び
『
真
宗
異
義
異
安
心
の
研
き
(
同
、
一
九

六
0
年
)
を
ま
と
め
、
次
い
で
梅
原
隆
章
は

『
近
世
真
宗
史
の
諸
問
題
』
(
顕
真
学
苑
出
版
部
、

一
九
六
二
年
)
を
著
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
業
惑

乱
に
論
及
し
た
。
一
方
、
「
古
義
派
」
を
代
表
す

る
学
僧
大
瀛
(
生
没
年
宝
暦
九
S
文
化
元
年

第
一
章
教
団
史
・
教
賞
分
野
の
基
本
文
献

三
業
惑
乱
研
究
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
彪
大

な
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
根
幹
を
な
す
の
が
教
団



that some monks w'ould have used sanskrit on the occasion of certain ceremonies such as

the posatha5, the praV百.ra0五,6 the sayy巨Sana7 and so on8.

According to tbe vinaya texts in pali and chinese, monks should recite the
Pr豆timoksasotra on the posatha ceremony9 W'hich is to be held twice a montb. Then,

Which language did monks use in 丁Ocharian Buddbism w'hen doing the redtation? Given

that in addition to a lot of sanskrit fragments found locaⅡy that have been identified as

the pr五timoksasatra,'゜ there is also a group of fragments to be dassi金ed as the same sotra

by their remainin名 Content but w'ritten purely in Tocharian, theoretica11y bot11 Sanskrit

and Tocharian version were available for the recitation. un仏rtunately, it is impossible to

determine which lan名Ua名e was actua11y articulated during it.

However, some 'posatha calendar' fra名ments may show how sanskrit was used in the

Case of the posatha ceremony.1n addition to such a sanshit-Tocharian B fra名ment that

Was published as sHT1656,Ⅱ Six more fra名ments of similar type have been identified by

the present author (four pieces in skt.・Toch.B; No pieces in skt.・Toch.A).口 Here the

transliteration ofsHT1656 is quoted:B

【SHT1656]

a

1 11 0kta五Cepostanlo/0ユUn)/ノ/

2 ttitrayo m巨S互 a ///
3 n煩d ekonal'互ttie //ノ

4 Ⅱ ni1召'atam 司yufmant06eイhlant巨d////
b

1 紅'寸仏ノβノωβノ1仏U/ 11 βノωkωm/C化ノP区/1化ノmω/Wノ価leノ加・

2 Va'ifraU Ⅱ Sケ殴a五Ceposn/0/nomξ＼P互4fne/2)///
3 mえ'saゞC互avaゞ41互" W互tsa五1五ノeBソ//

4 avaゞiすr互Ⅱ W互rsa五eposta010nc)④///
5 ardham互Sえ'avaゞ心麺 11 ⑤・///

-2-

5. cf. Hartel(1956:109 § 69).
6. see A414, cf. Hartel a956:114-115).
フ. see A415.

8.1t is noteworthy 血at 面e KarmaV巨Can巨 texts for the pravrajy五 are written only ln Tocharian B (i.e.
THT2386 fr名.j , S, frg.a + C + t). They wi11 be publiS11ed in 0牙iham (forthc.).
9. see Hartel(1956:10の. As noted in ogihara (2011.126 n.24), the Tocharian B word W11ich
indicates 'tbe posatha ceremony' is poS互t. T11e 11apaxpoS互t in TOC11arian A attested in A454a3 Could
also indicate the posatha ceremony.
10. on these sanskrit fragments, see simson (200の.
11. SHTrV70.66.
12. see 0名i11ara (2009.450-455) and 0名ihara (2011:125-128). The inte8ral edition of these 'posatha
Calendar' fra名ments is in progress.
13. T11e ttansliteration here is my rereadin号. The system oftbe transliteration is aS 仏110WS:
///:1acuna ofunklown len8th ー: i11egible aksara
(): restored (part ofan) ak$ara =: sandhi

.: i11egible part ofan aksara[]: damaged (part ofan) a1くSara
キ: punctuation mark

C C

^

,

^
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C C

△
七
五
九
S
一
八
0
四
>
)
の
死
後
一
五
0
年

に
合
わ
せ
、
『
真
宗
学
』
一
 
0
 
(
一
九
五
四
年
)

で
は
彼
の
特
集
が
組
ま
れ
た
。
続
い
て
研
究
の

拠
点
機
関
か
ら
の
成
果
で
あ
る
本
願
寺
史
料
研

究
所
編
『
本
願
寺
史
』
第
二
巻
(
浄
士
真
宗
本

願
寺
派
、
一
九
六
八
年
)
や
龍
谷
大
学
三
百
五

十
年
史
編
集
委
員
会
編
一
龍
谷
大
学
三
百
五
十

年
史
』
通
史
編
上
巻
(
龍
谷
大
学
、
二
0
0
0

年
)
が
刊
行
さ
れ
、
三
業
惑
乱
に
も
紙
数
を
割

い
て
い
る
。

今
日
で
は
、
特
に
一
真
宗
異
義
異
安
心
の
研

究
』
と
『
本
願
寺
史
』
第
二
巻
が
、
研
究
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
0

と
は
い
ぇ
前
者
で
は
、
三
業
惑
乱
に
関
す
る
事

柄
は
『
真
宗
願
生
論
の
展
開
』
に
譲
り
詳
述
を

避
け
て
い
る
。
本
稿
冒
頭
で
略
説
し
た
惑
乱
の

思
想
対
立
及
び
推
移
は
、
主
に
『
真
宗
願
生
論

の
展
皿
『
本
願
寺
里
第
二
巻
、
『
龍
谷
大
学

三
百
五
十
年
史
』
通
史
編
上
巻
に
ょ
っ
た
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
三
業
惑
乱
に
関
す
る
史
料
改
題
と
し

て
大
原
性
実
・
禿
氏
祐
祥
・
杉
紫
朗
「
三
業
惑

乱
関
係
書
解
題
」
(
【
龍
谷
大
学
論
叢
』
王
ハ
六
、

一
九
二
六
年
)
が
あ
り
、
ま
た
人
物
紹
介
・
書

籍
目
録
・
研
究
論
文
目
録
を
ま
と
め
た
龍
谷
教

学
会
議
幹
事
作
成
三
棄
惑
乱
関
係
資
料
」
が

大
瀛
死
後
二
0
0
年
に
合
わ
せ
て
「
龍
谷
教
学
』

三
九
(
二
0
0
四
年
)
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

舌
足
ら
ず
な
本
章
を
超
え
て
研
究
史
な
ど
の
基

本
情
報
を
把
握
す
る
上
で
、
喜
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
近
年
の
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
三
業
惑
乱
が
教
団
史
・
教
学
史
研
究
に

と
ど
ま
ら
ず
近
世
史
・
思
想
史
研
究
の
立
場
か

ら
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
本
章
で
は
、
そ
の
中
の
主
要
な
成
果
を
幾

つ
か
取
り
上
げ
て
私
見
も
交
え
た
い
。

ま
ず
、
奈
倉
哲
三
は
論
文
「
本
願
寺
門
跡
体

制
下
の
特
質
的
信
仰
」
(
同
『
真
宗
信
仰
の
思
想

史
的
研
究
1
越
後
蒲
原
門
徒
の
行
動
と
足
跡
』

校
倉
書
房
、
一
九
九
0
年
)
に
お
い
て
、
越
後

で
は
幕
府
裁
定
後
も
対
立
が
継
続
し
た
こ
と
を

示
し
た
。
そ
し
て
、
現
実
世
界
に
お
け
る
可
変

的
範
囲
の
拡
大
を
受
け
て
、
阿
弥
陀
如
来
に
直

面
し
た
自
己
の
能
動
性
を
問
う
新
た
な
「
自
力

偏
向
」
が
強
烈
な
往
生
願
望
を
伴
っ
て
真
宗
門

徒
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
三
業
帰
命
説
へ
の
帰

依
に
繋
が
っ
た
と
し
、
か
か
る
事
態
を
「
真
宗

的
思
考
と
い
う
枠
の
な
か
で
、
近
代
へ
の
ほ
と

ん
ど
入
口
に
立
つ
」
(
奈
倉
前
掲
書
一
三
五
頁
)

も
の
と
把
握
し
た
。
こ
の
よ
う
に
三
業
派
門
徒

に
「
近
代
」
へ
の
方
向
性
を
見
出
し
、
民
衆
思

想
史
へ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
こ
と
が
、
奈
倉

の
研
究
の
特
色
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
で

は
「
正
統
」
と
さ
れ
た
信
楽
派
の
位
置
づ
け
が

不
明
確
で
あ
り
、
近
代
に
か
け
て
の
実
際
の
歴

史
過
程
と
乘
籬
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

理
論
的
に
も
、
信
楽
派
よ
り
呪
術
性
な
い
し
連

続
的
思
惟
の
濃
厚
な
三
業
派
が
近
代
的
で
あ
る

自
明
性
は
な
い
。

次
に
、
引
野
亨
輔
「
異
安
心
事
件
と
近
世
的

宗
派
意
識
」
(
同
「
近
世
宗
教
世
界
に
お
け
る
普

遍
と
特
殊
★
宗
信
仰
を
素
材
と
し
て
一
法

蔵
館
、
二
0
0
七
年
。
一
九
九
八
年
の
初
出
論

文
を
改
稿
)
で
は
、
因
幡
・
伯
耆
・
但
馬
・
丹

波
・
肥
後
・
{
女
芸
で
も
裁
定
後
に
対
立
が
続
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
分
析
に
際
し
て
は
「
新

義
派
」
「
古
義
派
」
で
は
な
く
「
三
業
派
」
「
反

三
業
派
」
と
い
う
霖
が
用
い
ら
れ
る
と
共
に
、

「
新
古
之
中
間
二
進
退
」
す
る
グ
ル
ー
プ
と
い
う

新
た
な
範
疇
が
提
起
さ
れ
た
。
引
野
は
、
三
業

帰
命
説
が
そ
れ
な
り
に
「
正
統
」
な
教
え
と
し

て
定
着
し
て
い
る
状
況
下
で
の
、
一
握
り
の
先

鋭
化
し
た
「
反
三
業
派
」
学
僧
に
ょ
る
本
山
糾

弾
と
し
て
惑
乱
を
捉
え
、
「
反
三
業
派
」
が
「
自

力
」
の
徹
底
排
除
と
い
う
現
代
に
繋
が
る
真
宗

教
義
の
根
幹
を
新
た
に
生
み
出
し
「
古
義
」
と

措
定
し
た
の
だ
と
論
じ
た
。
そ
し
て
そ
の
背
景

に
は
、
近
世
に
お
け
る
諸
宗
の
分
立
に
伴
う

「
正
統
」
の
複
数
化
と
宗
派
意
識
の
強
化
が
あ
る

と
し
た
。
引
野
の
論
は
、
「
三
業
派
」
の
新
義

性
・
異
端
性
と
「
反
三
業
派
」
の
古
義
性
・
正

統
性
と
を
所
与
の
前
提
と
は
せ
ず
歴
史
的
な
構

築
過
程
を
検
討
し
、
そ
れ
を
近
世
社
会
の
特
質

的
状
況
の
中
で
把
握
し
よ
う
と
し
た
点
で
新
鮮

な
成
果
で
あ
る
。
と
は
い
ぇ
、
今
後
は
三
業
惑

乱
以
前
の
思
想
状
況
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
ょ
り
「
三
業
派
」
と
「
反
三
業
派
」
の

位
置
づ
け
が
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
「
三
業
派
」
と
異
な
り
「
反
三
業
派
」
は
主

張
の
核
心
を
示
す
呼
称
で
は
な
く
、
「
信
楽
派
」

「
聞
信
派
」
等
の
呼
称
を
用
い
る
余
地
も
あ
る
。

加
え
て
問
題
と
思
わ
れ
た
の
は
、
対
立
の
展
開

が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域

差
へ
の
更
な
る
配
慮
も
求
め
ら
れ
る
。

第
二
章
近
世
史
・
思
想
史
分
野
の
近
業

続
い
て
、
澤
博
勝
は
論
文
「
近
世
後
期
の
民

衆
と
仏
教
思
想
1
真
宗
教
団
の
教
学
論
争

(
三
業
惑
乱
)
の
構
造
分
析
を
通
じ
て
」
(
同

『
近
世
宗
教
社
会
逃
吉
川
弘
文
館
、
二
0
0
八

年
)
に
お
い
て
、
越
前
で
は
幕
府
裁
定
後
に
対

立
が
激
化
し
た
と
し
、
同
地
出
身
の
功
存
の
影

饗
御
坊
・
大
坊
間
の
確
執
を
生
ん
だ
地
域
の

教
団
構
造
、
領
主
ご
と
の
対
応
差
と
い
っ
た
諸

条
件
が
、
越
前
三
業
惑
乱
の
推
移
を
規
定
し
た

と
論
じ
た
。
ま
た
、
在
地
寺
僧
・
村
落
上
層
・

一
般
民
衆
層
な
ど
の
階
層
に
ょ
り
思
想
面
に
相

違
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
想
・
信
仰
の
「
本
質
」

と
し
て
主
張
し
、
一
般
民
衆
層
は
教
義
上
の
論

点
を
理
解
し
て
と
い
う
よ
り
も
日
常
的
{
示
教
実

践
の
秩
序
の
破
壊
を
憂
え
て
騒
動
に
関
わ
っ
た

と
推
定
し
た
。
同
じ
く
澤
の
論
文
で
あ
る
「
近

世
民
衆
の
仏
教
知
と
信
心
1
1
真
宗
門
徒
の

<
知
>
」
(
澤
博
勝
・
高
埜
利
彦
編
『
近
世
の
宗
教

と
社
厶
亘
第
三
巻
・
民
衆
の
<
知
>
と
宗
教
、

吉
川
弘
文
館
、
二
0
0
八
年
)
で
は
、
蓮
如
の

「
助
け
給
え
と
頼
む
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
が
、
一
般
宗
判
寺
院
僧
侶
、
及
び
中
下
層
を

含
む
一
般
門
徒
層
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
、
論
調
が
異
な
っ
て
い
る
。
澤
の

研
究
で
特
に
重
要
な
の
は
、
性
格
を
異
に
す
る

様
々
な
問
題
が
重
層
的
に
展
開
し
て
三
業
惑
乱

を
形
づ
く
つ
た
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
記
の
研
究
を
含
め
て
地
城
社
会
論

と
思
想
論
と
の
架
橋
を
目
指
す
も
、
「
本
竺

地
域
社
会
構
造
へ
の
還
元
論
に
傾
斜
し
て
い
る

憾
み
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
教
団
史
・
教
学
史
研
究
の



蓄
積
を
受
け
、
近
世
史
・
思
想
史
に
位
置
づ
け

よ
、
つ
と
す
る
研
究
も
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
、

改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

第
三
章
幾
つ
か
の
問
題
提
起

そ
れ
で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
研
究
の
展
開

を
見
通
し
得
る
の
か
。
以
下
、
重
要
と
思
わ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
を
順
次
述
べ
る
。
そ
の
中
で
、
ま

だ
触
れ
て
い
な
い
先
行
研
究
に
も
論
及
し
た
い
。

ま
ず
も
つ
て
、
研
究
の
基
盤
と
な
る
史
料
活

用
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
西
本

願
寺
及
び
龍
谷
大
学
の
所
蔵
史
料
は
と
り
わ
け

活
用
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
西

本
願
寺
の
み
な
ら
喜
地
の
動
向
も
豊
か
に
検

証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
西
本
願
寺

文
書
(
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
「
本
願
寺
文

書
」
)
の
所
謂
「
諸
国
記
」
に
は
、
三
業
惑
乱
関

係
の
記
事
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
同
史
料
は

一
部
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
説
欄
に
は

編
者
が
惑
乱
に
論
及
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

ま
た
、
西
本
願
寺
・
龍
谷
大
学
の
所
蔵
史
料
以

外
に
も
、
各
地
の
寺
院
な
ど
に
伝
存
す
る
資
史

料
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
現
代
の
社
会
変
動
の
中
で
様
々
な
事
情
に
ょ

り
失
わ
れ
て
い
っ
て
お
り
、
調
査
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
具

体
的
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
三
つ
の
方
向
性
を

提
起
し
よ
、
つ
。

第
一
に
、
地
域
的
展
開
の
研
究
で
あ
る
。
三

業
惑
乱
は
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
か
ら
文
化

三
年
(
一
八
0
六
)
ま
で
で
あ
る
、
と
い
う
通

念
(
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
全
園
川
弘
文
館
、

ぐ

一
九
八
五
年
>
所
載
書
棄
惑
乱
」
<
千
葉
乗
隆

執
筆
>
等
)
を
自
明
と
せ
ず
、
教
団
外
へ
の
影

響
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ

の
際
、
こ
れ
ま
で
の
各
自
治
体
史
の
成
果
や
、

或
い
は
、
惑
乱
に
伴
う
寺
院
・
僧
侶
の
分
裂
を

本
末
争
論
と
の
関
連
で
把
握
し
た
木
村
寿
「
本

願
寺
教
団
本
末
制
度
の
動
揺
1
但
馬
国
の
動

向
を
中
心
と
し
て
」
(
時
野
谷
勝
教
授
退
官
記
念

事
業
会
編
一
日
本
史
論
集
』
清
文
堂
出
版
、
一

九
七
五
年
)
、
同
「
解
説
」
(
同
編
『
丹
波
国
諸

記
・
丹
後
国
諸
記
・
但
馬
国
需
・
佐
渡
国
諸

記
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
年
)
等
の
研
究

も
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
小
ノ
し
長
く
な
る
が
、
長
州
藩
地
域
に

お
け
る
惑
乱
の
展
開
と
そ
の
中
で
見
ら
れ
る
人

間
模
様
に
つ
い
て
例
示
し
た
い
(
拙
稿
「
長
州

大
日
比
宗
論
の
展
開
1
近
世
後
期
に
お
け
る

宗
教
的
対
立
の
様
相
」
<
『
日
本
史
研
究
』
五
六

ニ
、
二
0
0
九
年
>
で
の
既
述
部
分
に
つ
い
て

は
典
拠
を
省
略
)
。
同
地
城
で
は
、
天
明
年
中
に

三
業
帰
命
説
を
め
ぐ
る
「
惑
乱
」
が
発
生
し
、

天
明
四
年
(
一
七
八
四
九
月
に
萩
の
録
所
清

光
寺
が
「
智
洞
之
徒
」
六
名
を
処
罰
し
た
こ
と

を
受
け
、
寛
政
元
年
ま
で
同
寺
隠
居
聞
信
院
と

西
本
願
寺
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
、
門
徒
中
も

西
本
願
寺
へ
糾
明
を
願
い
出
て
い
る
。
天
明
八

年
に
は
前
述
の
処
罰
に
関
与
し
た
学
僧
道
然
が

西
本
願
寺
で
の
講
義
を
一
時
停
止
さ
れ
る
報
い

を
受
け
た
(
平
田
厚
志
「
能
化
功
存
時
代
の
学

林
管
見
」
<
千
葉
置
博
士
傘
寿
零
論
集
冒

本
の
歴
史
と
真
宗
』
自
照
社
出
版
、
二
0
0
 
-

年
>
)
。
こ
の
道
然
は
、
周
防
三
田
尻
西
法
寺
の

'.

、
(

道
然
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
学
饗
万

検
雑
憤
』
(
『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
史
料

編
第
一
巻
、
一
九
八
七
年
)
に
は
「
防
州
道
然
」

と
あ
る
の
み
だ
が
、
『
長
門
国
諸
記
』
(
西
本
願

寺
文
書
)
か
ら
は
、
寛
政
七
年
四
月
よ
り
防
州

三
田
尻
西
法
寺
道
然
が
三
田
尻
光
宗
寺
大
療
・

長
州
小
月
明
円
寺
天
寧
と
共
に
西
本
願
寺
か
ら

召
喚
を
受
け
、
し
か
し
上
京
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
窺
え
、
ま
た
三
田
尻
西
法
寺
所
蔵
『
当
山

過
去
録
』
に
は
、
「
五
世
享
和
元
辛
酉
年
二
月

廿
三
日
遷
化
/
円
成
院
道
然
正
琳
権
律
師
/
無

二
之
大
徳
也
/
本
堂
再
建
」
(
「
/
」
は
改
行
)

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
彼

と
共
に
名
の
見
え
る
大
療
は
、
「
欲
生
秘
事
」
流

布
の
た
め
清
光
寺
で
糾
明
を
受
け
、
寛
政
七
年

-
 
0
月
、
藩
に
ょ
り
籠
舎
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ

の
際
、
組
合
総
代
(
組
頭
)
の
三
田
尻
光
妙
寺

好
従
が
、
上
記
の
糾
明
や
、
大
療
の
影
響
下
に

あ
っ
た
「
邪
党
」
の
「
取
鎮
」
に
関
与
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
触
頭
1
組
合
(
1
講
中
)

に
基
づ
く
教
団
の
運
営
構
造
も
垣
間
見
ら
れ
る

(
こ
こ
で
の
「
触
頭
」
は
広
義
の
用
法
)
。
こ
の

点
、
越
前
の
龍
養
に
対
処
す
べ
く
功
存
が
録
所

へ
出
張
し
た
こ
と
も
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
さ

て
、
幕
府
裁
定
後
も
長
州
藩
地
域
の
惑
乱
は
容

易
に
収
束
せ
ず
、
西
本
願
寺
の
使
僧
も
派
遣
さ

れ
な
い
状
態
が
続
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
大
疫

は
文
化
五
年
三
月
に
出
籠
し
、
同
一
 
0
年
一

二
月
に
廻
心
俄
悔
と
認
め
ら
れ
、
同
一
四
年
二

月
平
体
と
な
り
、
そ
し
て
文
政
八
年
(
一
ハ
ニ

五
)
六
月
に
死
去
し
た
。
下
っ
て
、
安
政
二
年

(
一
八
五
五
)
六
月
二
六
日
付
の
月
性
宛
吉
田
松

陰
獄
中
書
簡
に
は
、
「
皆
言
ふ
、
「
四
十
年
前
、

た
い
ち

浮
屠
大
疫
獄
に
在
り
し
と
き
、
亦
善
く
書
を
以

じ
ら
い

て
人
に
藹
ふ
、
事
伝
へ
て
今
に
至
る
。
而
来
未

だ
曾
て
今
日
の
盛
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
」
(
「
野

山
獄
文
稿
」
<
『
吉
田
松
陰
全
集
」
第
四
巻
、
岩

波
書
店
、
一
九
三
八
年
、
四
六
頁
>
)
と
あ
る
。

獄
中
で
盛
ん
に
講
義
す
る
松
陰
の
姿
は
、
か
つ

て
の
大
疫
と
重
な
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
然
・
大
疫
と
共
に
見
え
る
天
寧

は
、
理
由
は
不
詳
だ
が
文
化
五
年
二
月
に
赤
間

関
沖
の
六
連
島
へ
遠
島
と
な
り
、
同
三
年
三

月
同
地
で
死
去
し
た
。
そ
の
後
、
同
地
で
は

「
妙
好
人
」
お
軽
が
登
場
す
る
が
、
享
和
元
年

(
一
八
0
こ
頃
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
生
前
の
天

寧
と
も
会
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
第
二
に
、
裁
定
過
程
の
研
究
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
教
団
自
治
と
幕
藩
行
政
と
の
関

係
を
問
う
視
座
よ
り
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

教
団
の
自
治
能
力
を
超
え
た
事
件
に
際
し
て
、

幕
府
が
な
お
も
本
山
に
宗
教
上
の
判
断
を
求
め

た
こ
と
は
、
本
山
の
教
学
統
制
権
が
国
家
的
に

保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
幕
府

は
三
業
帰
命
を
不
正
義
と
す
る
判
断
を
、
事
件

当
事
者
に
ょ
る
対
論
の
結
果
や
、
最
終
的
に
は

本
山
の
意
向
を
容
れ
る
か
た
ち
で
行
っ
て
お
り
、

介
入
当
初
か
ら
裁
定
時
に
至
る
ま
で
自
己
の
立

場
を
世
俗
的
統
治
レ
ベ
ル
に
限
定
す
る
姿
勢
を

一
尓
し
て
い
ゑ
こ
こ
か
ら
幕
府
統
治
に
お
け
る

一
定
の
政
教
分
雜
原
則
の
存
在
を
窺
い
得
る
。

以
上
の
点
を
追
究
す
る
に
当
た
り
前
提
と
な
る

最
近
の
研
究
に
は
、
享
和
年
間
の
美
濃
で
の

「
古
義
派
」
騒
動
を
政
治
史
的
に
位
置
づ
け
直
し

3

[Notes]

(1) possible to restoreP互kδne lvefle.(2) possible to restore wefle.(3) possible to restore

12邑/1etne weye.(4) possible to restorePえ'kfne wefle.(5) To restore Toch. B rapalihe

12邑11etne weye hereafter.

As indicated in the footnotes of sHr, a part of the text of B510 is similar to this

fragment. The sanskrit parts of both fra今ments are further comparable to the sanskrit
ritual formula in the in杜oduction to the Bhiksu-pr巨timoksasetra (= skt. nid互na-) as

Underlined below:N

ぐ

[skt.] Sイι)ddham. niFkr互nt巨 anupasampann互h sama召'rah sa々1召'hah samnip,atitah kim

Sams'hasya ιaraoTyam an互召'at互n巨m 互yufmantaゞ chandalp pan:ゞ'uddhilp C互rocayata

互tocite ca pravedayat血 nh' ata111 互
互6"tta o nlasa avasl

According to the present author's teseatch, the Tocharian B part of sHT1656bl can
be understood as 'on the fU11 moon ofthe l0血 Iunat monthM, it should be recited'(i.e. to

recite the f0110win名 Sanskrit). Thus this fragment seemin名ly shows that the sanskrit

Passa号e should be recited on the posatha ceremony, which is to be beld on the fUⅡ moon

Of each month and probably again on the end of it.(i.e. tbe new moon). on this

assumption,1think that monks probably replaced the sentence underlined above with the

expression indicated in the posatha calendar. More precisely, SHT1656 Contains the

bilin8Ualindications for the pU中Ose of exptessin名 the timin名 according to the Kuchean

Calendar so that in each month, the respective sanskrit expression can be used to

Substitute for the ori名inal one when monks redted the sanskrit formulae. The expressions

remained in this fra今ment are from the second posatha ceremony of the 8小 Iunar month
to the 6rst one ofthe 12小 Iunar month.

A sanskrit-Tocharian A posatha calendar fragment identified by the present author as

We11is also w'ortb discussion. Here an identi丘able part is transliterated as f0110WS:

C"
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()

rim互d ekarえ'trono m互Sa五 Sa於at互trえ'SInanto

[THT2387 丘名.1aU口

加@ω五小P"'切ωm/t叩ノt回d1聖14゛n/mノ卿t血ノ川

'on the fU11 moon ofthe ,.1Unar month it sbould be recited:[skt.],.'

14. see simson (2000:157).
15. cf. simson (2000:267):'EhNurdige B血der, ver部n名en ist (jetzt) ein Monat weniger eine Nacht
Von der beiβen Ja11teszeit; drei Monate und eine Nachtsind iibrig.'
16.1n KUC11ean secular documents, a month begins on the new moon, and the 15血 day is named t11e fUⅡ
moon. Here the one held on t11e fUⅡ moon can be taken as the 6rst ceremony ofthat mont11, and the
One in the latter halfofmonth the second in accordance witb the lndian calendar.



た
平
田
厚
志
「
美
濃
古
義
派
騒
動
」
(
『
日
本
宗

教
文
化
史
研
き
七
・
ニ
、
二
0
0
三
年
)
や
、

「
三
業
惑
乱
の
裁
判
は
驚
く
ほ
ど
公
正
に
執
り
行

わ
れ
た
」
(
七
六
豆
と
し
て
壽
の
宗
教
的
中

立
性
を
指
摘
し
た
島
津
恵
正
「
三
業
惑
乱
研
究

序
説
」
(
朝
枝
善
照
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
刊
行

会
編
『
仏
教
と
人
間
社
会
の
研
究
』
永
田
文
昌

堂
二
0
0
四
年
)
な
ど
が
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
書
物
論
を
踏
ま
え
た
思
想

研
究
も
新
た
な
地
平
を
拓
く
こ
と
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
書
物
等
を
媒
介
と
し
て
流
通
し
た
言
説

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
教
学
史
と
は
異

な
る
思
想
史
像
を
構
築
す
る
わ
け
で
あ
る
。
三

業
惑
乱
は
実
の
と
こ
ろ
本
稿
冒
頭
の
整
理
に
収

ま
ら
な
い
複
雑
な
思
想
的
展
開
を
み
た
が
、
上

記
の
方
法
は
そ
の
分
析
に
堪
え
る
も
の
で
あ
り
、

近
世
史
研
究
と
の
接
続
も
更
に
進
む
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。
こ
の
点
と
関
わ
り
注
目
す
べ
き
論

文
に
、
小
林
准
士
「
三
業
惑
乱
と
京
都
本
屋
仲

間
1
 
『
興
復
記
』
出
版
の
波
紋
」
(
『
書
物
・

出
版
と
社
会
変
容
』
九
、
二
0
-
 
0
年
)
が
あ

る
。
小
林
は
東
西
本
願
寺
派
の
寺
院
・
僧
侶
の

み
な
ら
ず
幕
府
や
本
屋
仲
間
の
各
方
針
、
及
ぴ

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
し
、
三

業
惑
乱
と
い
う
素
材
を
近
世
社
会
論
に
接
続
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
林
の
報
告
「
神
祇
礼
拝
論

争
と
近
世
真
宗
の
異
端
性
'
岐
国
に
お
け

る
了
九
千
教
乗
論
争
の
検
討
を
通
じ
て
」
(
龍
谷

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
談
話
会
、
二
0
-

一
年
九
月
)
で
は
、
内
面
と
外
面
の
一
致
・
不

一
致
の
観
点
よ
り
、
三
業
惑
乱
研
究
の
前
提
と

も
な
る
興
味
深
い
思
想
分
析
が
提
示
さ
れ
た
。

今
後
の
更
な
る
成
果
が
俟
た
れ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
三
業
惑
乱

研
究
は
先
学
に
ょ
る
蓄
積
の
彪
大
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
近
世
史
研
究
と
繋
げ
て
ゆ
く
余
地

も
大
い
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
進
展
は
、
新

た
な
三
業
惑
乱
像
の
構
築
を
実
現
す
る
の
み
な

ら
ず
、
近
世
史
像
の
見
直
し
に
も
少
な
か
ら
ず

寄
与
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
盛
り
上
が
り
の
顕
著
な
近
世
宗
教
史
研

究
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
「
近
世
の
宗
教
と
社

△
亘
全
三
巻
全
口
川
弘
文
館
二
0
0
八
年
)

は
、
各
巻
を
「
地
域
の
ひ
ろ
が
り
と
宗
教
」
(
第

一
巻
)
、
「
国
家
権
力
と
宗
教
」
(
第
二
巻
)
、
「
民

衆
の
<
知
>
と
宗
教
」
(
第
三
巻
と
題
し
関
連

論
文
を
収
録
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
問
題
提
起

し
た
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
諸
点
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
三
業
惑
乱
研
究
は
同
書
各
巻
の
論
点

を
横
断
し
得
る
も
の
と
い
ぇ
る
。
以
上
の
よ
う

な
意
味
で
も
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
研
究

領
域
な
の
で
あ
る
。

ま
た
最
近
、
大
桑
斉
は
救
済
宗
教
論
の
必
要

性
を
主
張
し
た
が
(
大
桑
「
幕
藩
権
力
と
真
宗
」

<
『
国
史
学
研
究
』
一
一
三
、
龍
谷
大
学
国
史
学
研

究
会
、
二
0
0
九
年
>
)
、
「
救
済
」
或
い
は
「
生

と
死
」
に
関
わ
る
知
見
を
歴
史
に
即
し
て
獲
得

す
る
上
で
も
、
三
業
惑
乱
研
究
が
裡
益
す
る
と

こ
ろ
は
小
ノ
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
可
能
性
を
有
す
る
研
究
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
個
人
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
共
同
研
究
の
組
織
も
望
ま
れ
る
こ
と

を
、
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

【
結
】
本
稿
は
、
二
0
 
-
 
0
年
三
月
一
九
日
の
龍

谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
談
話
会
で
の
報

告
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に

平
成
二
十
三
(
二
0
三
)
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
継
続
一
、
新
規

こ
、
常
設
研
究
三
件
(
継
続
二
、
新
規
こ
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件

(
継
続
二
、
新
規
二
)
、
そ
し
て
個
人
研
究
一
件
(
新
規
こ
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
三
件
の
研
究
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
が
構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
二
九
名

の
協
力
に
ょ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。

本
研
究
所
が
創
設
五
十
周
年
を
む
か
え
、
そ
の
零
事
業
と
し
て
七
月
八
日
に
零
講
演
会
を
開

催
し
、
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
、
三
角
洋
一
氏
、
蓑
輪
顕
量
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

研
究
成
果
と
し
て
『
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
集
に
共
同
研
究
他
の
報
告
論
文
六
編
の
他
、

研
究
所
創
設
五
十
周
年
記
念
講
演
会
お
よ
び
仏
教
文
化
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
。
仏
教
文
化

研
究
叢
書
と
し
て
は
、
『
問
答
と
論
争
の
仏
教
'
尓
教
的
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
射
程
1
』
(
責
任

編
集
者
マ
ル
テ
ィ
ン
レ
ッ
プ
氏
・
井
上
善
幸
氏
)
、
『
典
籍
と
史
料
』
(
責
任
編
集
者
大
取
一

馬
氏
)
が
出
版
さ
れ
た
。
永
年
の
研
究
成
果
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

◇
研
究
概
要
報
告
◇

対
し
貴
重
な
ご
意
見
を
下
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し

て
調
査
に
際
し
お
世
話
に
な
っ
た
五
十
香
正
英

氏
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿

は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
平
成
二
三
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
套
に
ょ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

C

A

指
定
研
究
寵
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)

国
史
学
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」
文
書
を
読
み
解
く
(
三
年
次
)

主
任
・
平
田
厚
志
研
究
員
七
名

(
研
究
の
目
的
)
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」
と
題
す
る
全

十
六
冊
か
ら
な
る
古
文
書
(
写
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
は
、

い

わ
ゆ
る
「
三
業
惑
乱
」
騒
動
が
発
生
し
た
享
和
元
年
か
ら
騒
動
の
終
結
に

至
る
文
化
八
年
ま
で
の
期
間
に
記
さ
れ
た
「
伺
書
」
「
答
書
」
「
趣
意
書
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
文
書
を
時
系
列
的
に
全
十
六
冊
に
収
録
し
た
も

1
、

C

、

一

4

CC

a

a

NthoU名h it is impossible to restore in which month the f0110win名 Sanskrit sentence
Should be recited, it is comparable to the formula underlined above. Therefore, this

idend丘Cation implies that in the Tocharian A Buddhism, the redtation would have been

Conducted in a way similar to that in the Tocharian B Buddhism. And these posatha

Calendar fra名ments revealtbat some monks w'ould have recited at least the ritual formulae

Ofthe nid互na partin sanskritin the occasion ofthe posatha ceremony.

On the other hand, attention should also be paid to an unpublished sanskrit-Tocharian

B fra号ment kept in saint-petersbur名.1nte,restingly, before the sa那bit part in b4-5 that

名ives tbe ritual formulae of the nid互na part, the pr豆timoksasatta is mentioned in

Tocharian B in the form ofverse.玲 Here the fUⅡ transliteration is provided with the

translation ofits Tocharian part:抄

師 B/97(2)]

1 ///- k ta111em yalpo mえ'maiyle キ Ce" winえ'skau tarnesapr互'timokΣ＼五i///
2 /// uepud五立kte keι＼yak12=巨tttau fa111え'm五e キ kete ak互1乙lk ＼yakatsi///

3 ///中,e/mepoy'!五五e ネ 4/e ・・1.ek三/d/il'd6/i・・φrえ)be e五Cinξ逸)ω///
4 ///、 nmane 、///

5 /が厶ηノ仏1フtルye /ガ
b

1 ///pa/au@a////
2 ///.ml/a ha ・///

3 /// d五互rmjkim samghas.・・・② dV珂taPムフ trrイえノ07/0'" se d/ch互ノnd含k互tmne ///

4 ///n互ネSama召'msam召'ha βa/mnio)a/tita キ bm sams'ムaga 4a/moTyam [キν//

5 ///ιyノイえノta キ巨tocite capravedayataG)Ⅱ kal'mak'artt互n/entse働/weノ§le Ⅱ Sa⑤///

..

[Translation]

1 /// wbere the good deed not ,.,1 honor this with my head. The pr巨timoka for me ///

by whom the way of monk(hood) has been adopted. By2 /// Buddha should be ...,

Whom the wish to overcome///

3 /// the glory ofBuddha ,.,,. to obtain ,., he should seize firmly ,.///
4 ///,.///

5 /// Maitreya ///
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17. The P110tograph given in TITUS TOC11arica should be teversed.
18. The NO KarmaV五Can巨 texts in sanshit are preceded by the verses which do not belon名 to the ritU紅
fotmulae, cf. SけTイVIP:65. The pr五timoksasotra mentioned here can permit us to connect this
fragment with the posatha cetemony.
19. This fra今ment treated in ogihara (2009:36 and 180-181) should be dassi丘ed aS 血e posatha of the




